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(57)【要約】
【課題】シャーシ型装置における機能実装の柔軟化及び
ブレード実装の効率化を図る。
【解決手段】スイッチブレード５０におけるフロントブ
レード５１内のコンバータ５１ａから出力された電源電
圧ＶＣＣは、リアブレード５２内の回路へ供給されると
共に、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル５３
、及び各ブレード６０－Ｎにおけるリアブレード６２内
のＩＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂを経由して、各リアブ
レード６２内の回路へ供給され、各リアブレード５２，
６２の起動が開始される。各リアブレード５２，６２は
、起動時、シリアルバス４１ｂを経由してシェルフ制御
モジュール７１と制御情報ＣＩの通信を行い、運用状態
まで状態を遷移させる。リアブレード６２の運用中は、
同ブレードに実装された機能を実行し、データＤＡの転
送は、ＬＡＮケーブル５３を経由して、スイッチブレー
ド５０から他のブレード６０－Ｎ又は外部装置と通信が
行われる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機能を有するフロントブレードと、
　入／出力接続機能、及びＬＡＮケーブルを通して電源供給が可能なＰｏＥ機能を有する
リアブレードとが、
　シャーシ内に設けられたバックプレーンに実装され、
　前記フロントブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記バックプレーンを
経由して実行され、
　前記リアブレードへの電源供給が、前記フロントブレードとは別経路の前記ＬＡＮケー
ブルを経由して実行されることを特徴とするシャーシ型装置。
【請求項２】
　電子機能を有するフロントブレードと、
　入／出力接続機能、ＬＡＮケーブルを通して電源供給が可能なＰｏＥ機能、及び制御線
上の制御情報の送受信機能を有するリアブレードとが、
　シャーシ内に設けられたバックプレーンに実装され、
　前記フロントブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記バックプレーンを
経由して実行され、
　前記リアブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記フロントブレードとは
別経路の前記ＬＡＮケーブル及び前記制御線を経由して実行されることを特徴とするシャ
ーシ型装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、PICMG　3.0　Revision 2.0　AdvancedTCA　Base　Specification(P
er　ipheral　Component　Interconnect　Industrial　Computer　Manufacturers　3.0　
Advanced　Telecommunications　Computing　Architecture　Group規格、以下、単に「Ａ
ＴＣＡ規格」という。）等に則ったシャーシ型の構造を持つ情報処理装置、通信機器等の
シャーシ型装置、特に、そのシャーシ型装置における機能実装の柔軟化及びブレード実装
の効率化の技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、シャーシ型装置の１つであるＡＴＣＡ規格に則ったＡＴＣＡ装置に関する技術と
して、例えば、次のような文献等に記載されるものがあった。
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２０８９６０号公報
【特許文献２】特開２００８－９５２０号公報
【０００４】
　特許文献１には、サービスプロバイダが、短時間で新しいサービスを経済的に提供可能
にする動的サービスブレード及び方法が記載されている。又、特許文献２には、ＡＴＣＡ
装置内のブレード間で伝送遅延の少ないデータ転送を行うデータ転送装置の技術が記載さ
れている。
【０００５】
　図３は、特許文献１、２等に記載された従来のシャーシ型装置を示す概略の構成図であ
る。
【０００６】
　このシャーシ型装置は、例えば、主に通信機器用のプラットフォームを規定したＡＴＣ
Ａ規格に則り、電気通信機器として使用されるＡＴＣＡ装置であり、シャーシ（筐体）１
を有している。シャーシ１内には、配線基板であるバックプレーン２が設けられている。
バックプレーン２は、例えば、バス構造のＬＡＮ（Local　Area　Network）であるイーサ
ネット（登録商標）（Ethernet（登録商標））２ａ、シリアルバス２ｂ、及び電源配線２
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ｃ等を有している。イーサネット（登録商標）２ａ及びシリアルバス２ｂには、スイッチ
又はハブ（ＨＵＢ）を構成する電子回路基板である１つのスイッチブレード１０と、電子
回路基板である複数のブレード２０－Ｎ（Ｎ＝２０－１，２０－２，・・・）とが実装さ
れ、シリアルバス２ｂには、制御回路基板であるシェルフ制御モジュール３１が実装され
、更に、電源配線２ｃには、電源電圧（例えば、ＤＣ－４８Ｖ）を供給するための電源モ
ジュール３２が実装されている。
【０００７】
　ここで、イーサネット（登録商標）２ａは、ブレード間通信のためのバスであり、スイ
ッチブレード１０及び各ブレード２０－Ｎはバス型又はスター型に配線されており、スイ
ッチブレード１０及びスイッチブレード１０以外のブレード２０－Ｎ間のデータＤＡの転
送は、スイッチブレード１０を経由して行われるようになっている。シリアルバス２ｂは
、シェルフ制御モジュール３１がスイッチブレード１０及び複数のブレード２０－Ｎの動
作状態を管理及び制御するためのＩＰＭ（Intelligent　Platform　Management）インタ
フェース規格に則った制御用バスである。電源配線２ｃは、スイッチブレード１０及び複
数のブレード２０－Ｎに共通の電源電圧を供給するための配線である。
【０００８】
　スイッチブレード１０は、サーバ、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という。）等といっ
た所望の電子機器を有するフロントブレード１１と、入／出力（以下「Ｉ／Ｏ」という。
）接続機能等を有し、そのフロントブレード１１に接続されたリアブレード１２とが、組
みで１つの機能単位となっている。フロントブレード１１は、電源モジュール３２からの
電源電圧（例えば、ＤＣ－４８Ｖ）をこのスイッチブレード１０内で使える形式の電源電
圧ＶＣＣ（例えば、ＤＣ＋５Ｖ，＋３．３Ｖ等）に変換するコンバータ（ＣＮＶ）１１ａ
と、イーサネット（登録商標）２ａに接続されたＬＡＮスイッチ（ＳＷ）１１ｂと、シリ
アルバス２ｂ上の制御情報ＣＩの送受信及びシリアルバス２ｂを制御するためのＩＰＭコ
ントローラ１１ｃ等とを有している。ＩＰＭコントローラ１１ｃは、このスイッチブレー
ド１０内のハードウェア状態の監視機能、及び、異常時のシェルフ制御モジュール３１へ
のイベントメッセージの転送機能等を有している。
【０００９】
　各ブレード２０－Ｎは、スイッチブレード１０と同様に、サーバ、ＣＰＵ等といった所
望の電子機器を有するフロントブレード２１と、Ｉ／Ｏ接続機能等を有するリアブレード
２２とが、組みで１つの機能単位となっている。各フロントブレード２１は、電源モジュ
ール３２からの電源電圧を所望の電源電圧ＶＣＣに変換するコンバータ（ＣＮＶ）２１ａ
と、イーサネット（登録商標）２ａに接続された送受信器２１ｂと、シリアルバス２ｂ上
の制御情報ＣＩの送受信及びシリアルバス２ｂを制御するためのＩＰＭコントローラ２１
ｃ等とを有している。
【００１０】
　シェルフ制御モジュール３１は、シリアルバス２ｂに接続された各ブレード１０，２０
－Ｎからの情報収集、及び各ブレード１０，２０－Ｎへのリセット、シャットダウン等の
制御機能を有している。
【００１１】
　このような構成のシャーシ型装置では、電源モジュール３２から出力された電源電圧が
、バックプレーン２中の電源配線２ｃを経由して、各ブレード１０，２０－Ｎ内のフロン
トブレード１１，２１へ供給される。各フロントブレード１１，２１内のコンバータ１１
ａ，２１ａは、受電した電源電圧（例えば、ＤＣ－４８Ｖ）を所望の電源電圧ＶＣＣに変
換し、この各フロントブレード１１，２１内の回路へ供給する共に、各リアブレード１２
，２２内の回路へ供給する。これにより、各ブレード１０，２０－Ｎが動作可能状態にな
る。
【００１２】
　例えば、ブレード２０－１内のフロントブレード２１からブレード２０－２内のフロン
トブレード２１へデータＤＡを送信する場合、ブレード２０－１のデータＤＡが、フロン



(4) JP 2010-3056 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

トブレード２１内の送受信器２１ｂからイーサネット（登録商標）２ａへ出力される。イ
ーサネット（登録商標）２ａ上のデータＤＡは、スイッチブレード１０におけるフロント
ブレード１１内のＬＡＮスイッチ１１ｂへ送られ、ここで切り替えられてイーサネット（
登録商標）２ａへ送られる。このイーサネット（登録商標）２ａ上のデータＤＡは、ブレ
ード２０－２におけるフロントブレード２１内の送受信器２１ｂにて受信される。
【００１３】
　又、ブレード２０－１内のリアブレード２２からブレード２０－２内のリアブレード２
２へデータＤＡを送信する場合、ブレード２０－１において、リアブレード２２のデータ
ＤＡがフロントブレード２１へ送られ、このフロントブレード２１内の送受信器２１ｂか
らイーサネット（登録商標）２ａへ出力される。イーサネット（登録商標）２ａ上のデー
タＤＡは、スイッチブレード１０におけるフロントブレード１１内のＬＡＮスイッチ１１
ｂへ送られ、ここで切り替えられてイーサネット（登録商標）２ａへ送られる。このイー
サネット（登録商標）２ａ上のデータＤＡは、ブレード２０－２において、フロントブレ
ード２１内の送受信器２１ｂにて受信され、リアブレード２２へ送られる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、従来の図３のようなシャーシ型装置によれば、次のような課題があった
。　従来のシャーシ型装置は、同一スロットのフロント／リアのブレードが組みで１つの
機能単位となっており、フロントブレード１１，２１とリアブレード１２，２２を別々の
機能単位で扱うことができなかった。そのため、フロントブレード１１，２１のみで機能
を実装できる場合は、リアブレード１２，２２のスロットは空きスロットとなる。
【００１５】
　又、ブレード１０，２０－Ｎへの電源電圧の供給は、装置内の電源モジュール３２より
、バックプレーン２中の電源配線２ｃを経由してフロントブレード１１，２１にのみ供給
され、リアブレード１２，２２にはフロントブレード１１，２１から供給される構造とな
っている。更に、シャーシ１内のブレード間通信においても、フロントブレード２１がバ
ックプレーン２中のイーサネット（登録商標）２ａを通してデータ通信を行っており、リ
アブレード２２がブレード間の通信を行うには、フロントブレード２１を経由する構造と
なっている。そのため、同一スロットのフロントブレード無しに、リアブレード単体では
電源電圧ＶＣＣが供給されず、ブレード間通信も実行できない。
【００１６】
　このように、従来のシャーシ型装置では、フロント／リアのブレードが組みで１つの機
能単位となっているため、シャーシ１内のスロット数分の機能しか実装できないという課
題があった。又、フロントブレード１１，２１のみで機能を実装できる場合は、リアブレ
ード１２，２２のスロットは空きとなるため、実装的に無駄となる課題があった。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明のシャーシ型装置は、電子機能を有するフロントブレードと、Ｉ／０接続機能、
及びＬＡＮケーブルを通して電源供給が可能なＰｏＥ（Power　over　Ethernet（登録商
標））機能を有するリアブレードとが、シャーシ内に設けられたバックプレーンに実装さ
れ、前記フロントブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記バックプレーン
を経由して実行され、前記リアブレードへの電源供給が、前記フロントブレードとは別経
路の前記ＬＡＮケーブルを経由して実行されることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の他のシャーシ型装置は、電子機能を有するフロントブレードと、Ｉ／Ｏ接続機
能、ＬＡＮケーブルを通して電源供給が可能なＰｏＥ機能、及び制御線上の制御情報の送
受信機能を有するリアブレードとが、シャーシ内に設けられたバックプレーンに実装され
、前記フロントブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記バックプレーンを
経由して実行され、前記リアブレードへの電源供給、データ転送、及び制御が、前記フロ
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ントブレードとは別経路の前記ＬＡＮケーブル及び前記制御線を経由して実行されること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、フロントブレードとリアブレードそれぞれ独立した機能単位として扱
うことを可能とし、同一装置に実装できる機能数を増やすことができ、装置の拡張性を実
現できる。更に、リアブレードの空きスロットの無駄をなくすこともできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明を実施するための最良の形態は、以下の好ましい実施例の説明を添付図面と照ら
し合わせて読むと、明らかになるであろう。但し、図面はもっぱら解説のためのものであ
って、本発明の範囲を限定するものではない。
【実施例１】
【００２１】
　（実施例１の構成）
　図１は、本発明の実施例１におけるシャーシ型装置を示す概略の構成図である。
　このシャーシ型装置は、従来の装置と同様に、例えば、ＡＴＣＡ規格に則り、電気通信
機器として使用されるＡＴＣＡ装置であり、シャーシ４０を有している。シャーシ４０内
には、バックプレーン４１が設けられている。バックプレーン４１は、データ線（例えば
、イーサネット（登録商標））４１ａ、制御線（例えば、シリアルバス）４１ｂ、及び電
源配線４１ｃ等を有している。イーサネット（登録商標）４１ａ及びシリアルバス４１ｂ
には、スイッチ又はハブを構成する１つのスイッチブレード５０と、複数のブレード６０
－Ｎ（Ｎ＝６０－１，６０－２，・・・）とが実装され、シリアルバス４１ｂには、シェ
ルフ制御モジュール７１が実装され、更に、電源配線４１ｃには、電源電圧（例えば、Ｄ
Ｃ－４８Ｖ）を供給するための電源モジュール７２が実装されている。
【００２２】
　従来と同様に、イーサネット（登録商標）４１ａは、ブレード間通信のためのバスであ
り、スイッチブレード５０及び各ブレード６０－Ｎはバス型又はスター型に配線されてお
り、スイッチブレード５０及びスイッチブレード５０以外のブレード６０－Ｎ間のデータ
ＤＡの転送は、スイッチブレード５０を経由して行われるようになっている。シリアルバ
ス４１ｂは、シェルフ制御モジュール７１がスイッチブレード５０及び複数のブレード６
０－Ｎの動作状態を管理及び制御するためのＩＰＭインタフェース規格に則った制御用バ
スである。電源配線４１ｃは、スイッチブレード５０及び複数のブレード６０－Ｎに共通
の電源電圧を供給するための配線である。
【００２３】
　スイッチブレード５０は、サーバ、ＣＰＵ等といった所望の電子機器を有するフロント
ブレード５１と、このフロントブレード５１にコネクタ等を介して接続されたリアブレー
ド５２とを有している。
【００２４】
　フロントブレード５１は、電源モジュール７２からの電源電圧（例えば、ＤＣ－４８Ｖ
）をこのスイッチブレード５０内で使える形式の電源電圧ＶＣＣ（例えば、ＤＣ＋５Ｖ，
＋３．３Ｖ等）に変換するコンバータ（ＣＮＶ）５１ａと、イーサネット（登録商標）４
１ａに接続されたＬＡＮスイッチ（ＳＷ）５１ｂと、シリアルバス４１ｂ上の制御情報Ｃ
Ｉの送受信及びシリアルバス４１ｂを制御するためのＩＰＭコントローラ５１ｃ等とを有
している。ＩＰＭコントローラ５１ｃは、このスイッチブレード５０内のハードウェア状
態の監視機能、及び、異常時のシェルフ制御モジュール７１へのイベントメッセージの転
送機能等を有している。
【００２５】
　リアブレード５２は、Ｉ／Ｏ接続機能と、イーサネット（登録商標）の電力供給方式の
規格であるIEEE802.3af/802.3at等に規定され、ＬＡＮケーブルを通して電源供給が可能
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なＰｏＥ機能を持つＰｏＥコントローラ５２ａと、シリアルバス４１ｂを拡張するための
ＩＰＭ－Ａコントローラ５２ｂ等とを有し、フロントブレード５１から独立した機能モジ
ュールとして扱え、且つフロントブレード５１と同じ制御が可能な構成になっている。Ｐ
ｏＥコントローラ５２ａは、フロントボード５１内のコンバータ５１ａから供給される電
源電圧ＶＣＣと、ＬＡＮスイッチ５１ｂからのデータＤＡとを結合して、バックプレーン
４１とは別経路のＬＡＮケーブル５３へ送出する機能や、ＬＡＮケーブル５３からのデー
タＤＡを受信する機能等を有している。ＩＰＭ－Ａコントローラ５２ｂは、フロントブレ
ード５１内のＩＰＭコントローラ５１ｃから与えられる制御情報ＣＩを、バックプレーン
４１とは別経路の制御線（例えば、シリアルケーブル）５４へ送信する機能や、シリアル
ケーブル５４からの制御情報ＣＩを受信する機能等を有している。
【００２６】
　各ブレード６０－Ｎは、サーバ、ＣＰＵ等といった所望の電子機器を有するフロントブ
レード６１と、このフロントブレード６１にコネクタ等を介して接続されたリアブレード
６２とを有している。
【００２７】
　各フロントブレード６１は、電源モジュール７２からの電源電圧を所望の電源電圧ＶＣ
Ｃに変換するコンバータ（ＣＮＶ）６１ａと、イーサネット（登録商標）４１ａに接続さ
れた送受信器６１ｂと、シリアルバス４１ｂ上の制御情報ＣＩの送受信及びシリアルバス
４１ｂを制御するためのＩＰＭコントローラ６１ｃ等とを有している。
【００２８】
　各リアブレード６２は、Ｉ／Ｏ接続機能と、ＰｏＥの端末側の機能を持ち、ＰｏＥ機能
を実装したリアブレード５２からＬＡＮケーブル５３を経由して給電を受けることにより
動作可能なＰｏＥコントローラ６２ａと、シリアルバス４１ｂを拡張するためのＩＰＭ－
Ｂコントローラ６２ｂ等とを有し、フロントブレード６１から独立した機能モジュールと
して扱え、且つフロントブレード６１と同じ制御が可能な構成になっている。ＰｏＥコン
トローラ６２ａは、リアブレード５２内のＰｏＥコントローラ５２ａからＬＡＮケーブル
５３を経由して供給される電源電圧ＶＣＣ及びデータＤＡを分離する機能や、データＤＡ
をＬＡＮケーブル５３へ送信する機能等を有している。ＩＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂは
、シリアルケーブル５４を経由して、リアブレード５２内のＩＰＭ－Ａコントローラ５２
ｂに対して制御情報ＣＩの送受信を行う機能等を有している。
【００２９】
　シェルフ制御モジュール７１は、ＩＰＭコントローラ等を有し、このシェルフ制御モジ
ュール７１内のハードウェア状態の監視、シリアルバス４１ｂに接続された各ブレード５
０，６０－Ｎからの情報収集、及び各ブレード５０，６０－Ｎへのリセット、シャットダ
ウン等の制御機能を有している。
【００３０】
　（実施例１の動作）
　本実施例１におけるフロントブレード５１，６１の動作（ａ）と、リアブレード５２，
６２の動作（ｂ）とを説明する。
【００３１】
　（ａ）　フロントブレード５１，６１の動作
　電源モジュール７２から出力された電源電圧は、バックプレーン４１中の電源配線４１
ｃを経由して、各ブレード５０，６０－Ｎ内のフロントブレード５１，６１へ供給される
。各フロントブレード５１，６１内のコンバータ５１ａ，６１ａは、受電した電源電圧（
例えば、ＤＣ－４８Ｖ）を所望の電源電圧ＶＣＣに変換し、この各フロントブレード５１
，６１内の回路へ供給する。これにより、各フロントブレード５１，６１が動作可能状態
になる。
【００３２】
　例えば、ブレード６０－１内のフロントブレード６１からブレード６０－２内のフロン
トブレード６１へデータＤＡを送信する場合、ブレード６０－１のデータＤＡが、フロン
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トブレード６１内の送受信器６１ｂからイーサネット（登録商標）４１ａへ出力される。
イーサネット（登録商標）４１ａ上のデータＤＡは、スイッチブレード５０におけるフロ
ントブレード５１内のＬＡＮスイッチ５１ｂへ送られ、ここで切り替えられてイーサネッ
ト（登録商標）４１ａへ送られる。このイーサネット（登録商標）４１ａ上のデータＤＡ
は、ブレード６０－２におけるフロントブレード６１内の送受信器６１ｂにて受信される
。
【００３３】
　（ｂ）　リアブレード５２，６２の動作
　（ｂ１）　リアブレードの起動
　フロントブレード５１内のコンバータ５１ａから出力された電源電圧ＶＣＣは、リアブ
レード５２内の回路へ供給されると共に、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル５
３、及び各リアブレード６２内のＰｏＥコントローラ６２ａを経由して、各リアブレード
６２内の回路へ供給される。これにより、各リアブレード５２，６２の起動が開始される
。
【００３４】
　各リアブレード５２，６２は、起動時、シリアルバス４１ｂを経由してシェルフ制御モ
ジュール７１と制御情報ＣＩの通信を行い、運用状態まで状態を遷移させる。この時、各
リアブレード５２，６２は、シェルフ制御モジュール７１から、１つの機能単位モジュー
ルとして認識され、同じスロットのフロントブレード５１，６１とは独立したモジュール
として扱われる。
【００３５】
　（ｂ２）　リアブレードの運用
　リアブレード６２の運用中は、同ブレードに実装された機能を実行し、データＤＡの転
送は、ＬＡＮケーブル５３を経由して、スイッチブレード５０から他のブレード６０－Ｎ
又は外部装置と通信が行われる。例えば、ブレード６０－１内のリアブレード６２からブ
レード６０－２内のリアブレード６２へデータＤＡを送信する場合、ブレード６０－１に
おけるリアブレード６２のデータＤＡが、ＰｏＥコントローラ６２ａ、及びＬＡＮケーブ
ル５３を経由して、スイッチブレード５０におけるＰｏＥコントローラ５２ａ及びＬＡＮ
スイッチ５１ｂへ送られる。ＬＡＮスイッチ５１ｂへ送られてきたデータＤＡは、このＬ
ＡＮスイッチ５１ｂで切り替えられ、ＰｏＥコントローラ５２ａ、及びＬＡＮケーブル５
３を経由して、ブレード６０－２のリアブレード６２へ送ら、ＰｏＥコントローラ６２ａ
にて受信される。
【００３６】
　又、各ブレード６０－Ｎにおけるリアブレード６２内の障害情報やイベントは、ＩＰＭ
－Ｂコントローラ６２ｂ、シリアルケーブル５４、スイッチブレード５０におけるＩＰＭ
－Ａコントローラ５２ｂ、ＩＰＭコントローラ５１ｃ、及びシリアルバス４１ｂを経由し
て、シェルフ制御モジュール７１へ送られ、フロントブレード６１と同様な制御が実行さ
れる。
【００３７】
　（ｂ３）　リアブレードの停止
　リアブレード６２の停止時は、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル５３、及び
ＰｏＥコントローラ６２ａ経由でのシャットダウン処理、又は、シェルフ制御モジュール
７１よりシリアルバス４１ｂ、ＩＰＭコントローラ５１ｃ、ＩＰＭ－Ａコントローラ５２
ｂ、シリアルケーブル５４、及びＩＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂ経由でのシャットダウン
処理が実行される。
【００３８】
　（実施例１の効果）
　実施例１によれば、次の（１）、（２）の効果が得られる。
【００３９】
　（１）　ＰｏＥ機能を利用しているので、フロントブレード５１，６１とリアブレード
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５２，６２を独立した機能単位として扱うことができ、同一装置内に最大で通常の２倍の
機能を実装することができ、装置機能の拡張性、及び可用性を持たせることができる。
【００４０】
　（２）　従来のように、フロントブレードでのみ機能を実装したモジュールのリア側ス
ロットは通常空きスロットとなり使用不可であったが、本実施例１のようにＰｏＥ機能を
利用した構成をとることにより、リア側スロットに、機能モジュールであるリアブレード
６２を実装できるため、無駄となっていた空きスロットを有効に使え、実装効率を上げる
ことができる。
【実施例２】
【００４１】
　（実施例２の構成）
　図２は、本発明の実施例２におけるシャーシ型装置の要部を示す概略の構成図であり、
実施例１を示す図１中の要素と共通の要素には共通の符号が付されている。
【００４２】
　本実施例２のシャーシ型装置では、実施例１のスイッチブレード５０におけるリアブレ
ード５２、各ブレード６０－Ｎにおけるリアブレード５２、ＬＡＮケーブル５３、及びシ
リアルケーブル５４に代えて、これらとは構成の異なるスイッチブレード５０Ａにおける
リアブレード５２Ａ、各ブレード６０－ＮＡ（＝６０－１Ａ，６０－２Ａ，・・・）にお
けるリアブレード５２Ａ、及びＬＡＮケーブル５３を設け、実施例１のシリアルケーブル
５４を省略し、ＬＡＮケーブル５３を利用して各ブレード間において電源電圧、データＤ
Ａ、及び制御情報ＣＩの伝送可能な構成になっている。
【００４３】
　スイッチブレード５０Ａにおけるリアブレード５２Ａは、フロントブレード５１内のＩ
ＰＭコントローラ５１ｃに接続されたＩＰＭ－Ａコントローラ５２ｂと、このＩＰＭ－Ａ
コントローラ５２ｂとフロントブレード５１内のＬＡＮスイッチ５１ｂとに接続されたコ
ントローラ（ＣＮＴ）５２ｃと、このコントローラ５２ｃとフロントブレード５１内のコ
ンバータ５１ａとに接続されたＰｏＥコントローラ５２ａ等とを有している。
【００４４】
　ＩＰＭ－Ａコントローラ５２ｂは、シリアルバス４１ｂを拡張する機能等を有している
。コントローラ５２ｃは、ＩＰＭコントローラ５１ｃからの制御情報ＣＩと、ＬＡＮスイ
ッチ５１ｂからのデータＤＡとを結合する機能や、ＰｏＥコントローラ５２ａからの制御
情報ＣＩ及びデータＤＡを分離する機能等を有している。ＰｏＥコントローラ５２ａは、
コントローラ５２ｃからの制御情報ＣＩ及びデータＤＡと、コンバータ５１ａからの電源
電圧ＶＣＣとを結合してＬＡＮケーブル５３へ送出する機能や、ＬＡＮケーブル５３から
の制御情報ＣＩ及びデータＤＡを受信する機能等を有している。
【００４５】
　各ブレード６０－ＮＡにおけるリアブレード６２Ａは、ＬＡＮケーブル５３に接続され
たＰｏＥコントローラ６２ａと、このＰｏＥコントローラ６２ａに接続されたコントロー
ラ（ＣＮＴ）６２ｃと、このコントローラ６２ｃに接続されたＩＰＭ－Ｂコントローラ６
２ｂ等とを有している。
【００４６】
　ＰｏＥコントローラ６２ａは、ＬＡＮケーブル５３からの制御情報ＣＩ、データＤＡ及
び電源電圧ＶＣＣを受信して、制御情報ＣＩ及びデータＤＡと電源電圧ＶＣＣとを分離す
る機能や、制御情報ＣＩ及びデータＤＡをＬＡＮケーブル５３へ送信する機能等を有して
いる。コントローラ６２ｃは、ＰｏＥコントローラ６２ａからの制御情報ＣＩ及びデータ
ＤＡを受信してこれらを分離する機能や、制御情報ＣＩ及びデータＤＡをＰｏＥコントロ
ーラ６２ａへ送信する機能等を有している。ＩＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂは、コントロ
ーラ６２ｃに対する制御情報ＣＩの送受信を行ってシリアルバス４１ｂを拡張する機能等
を有している。その他の構成は、実施例１と同様である。
【００４７】
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　（実施例２の動作）
　本実施例２におけるフロントブレード５１，６１の動作は、実施例１と同様である。以
下、リアブレード５２Ａ，６２Ａの動作（ａ１）～（ａ３）を説明する。
【００４８】
　（ａ１）　リアブレードの起動
　フロントブレード５１内のコンバータ５１ａから出力された電源電圧ＶＣＣは、リアブ
レード５２Ａ内の回路へ供給されると共に、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル
５３、及び各リアブレード６２Ａ内のＰｏＥコントローラ６２ａを経由して、各リアブレ
ード６２Ａ内の回路へ供給される。これにより、各リアブレード５２Ａ，６２Ａの起動が
開始される。
【００４９】
　各リアブレード５２Ａ，６２Ａは、起動時、図１のシリアルバス４１ｂを経由してシェ
ルフ制御モジュール７１と制御情報ＣＩの通信を行い、運用状態まで状態を遷移させる。
この時、各リアブレード５２Ａ，６２Ａは、図１のシェルフ制御モジュール７１から、１
つの機能単位モジュールとして認識され、同じスロットのフロントブレード５１，６１と
は独立したモジュールとして扱われる。
【００５０】
　（ａ２）　リアブレードの運用
　リアブレード６２Ａの運用中は、同ブレードに実装された機能を実行し、データＤＡの
転送は、ＬＡＮケーブル５３を経由して、スイッチブレード５０Ａから他のブレード６０
－ＮＡ又は外部装置と通信が行われる。例えば、ブレード６０－１Ａ内のリアブレード６
２Ａからブレード６０－２Ａ内のリアブレード６２ＡへデータＤＡを送信する場合、ブレ
ード６０－１Ａにおけるリアブレード６２ＡのデータＤＡが、コントローラ６２ｃ、Ｐｏ
Ｅコントローラ６２ａ、及びＬＡＮケーブル５３を経由して、スイッチブレード５０Ａに
おけるＰｏＥコントローラ５２ａ、コントローラ５２ｃ及びＬＡＮスイッチ５１ｂへ送ら
れる。ＬＡＮスイッチ５１ｂへ送られてきたデータＤＡは、このＬＡＮスイッチ５１ｂで
切り替えられ、コントローラ５２ｃ、ＰｏＥコントローラ５２ａ、及びＬＡＮケーブル５
３を経由して、ブレード６０－２Ａのリアブレード６２Ａへ送ら、ＰｏＥコントローラ６
２ａ及びコントローラ６２ｃにて受信される。
【００５１】
　又、各ブレード６０－ＮＡにおけるリアブレード６２Ａ内の障害情報やイベントは、Ｉ
ＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂ、コントローラ６２ｃ、ＰｏＥコントローラ６２ａ、ＬＡＮ
ケーブル５３、スイッチブレード５０ＡにおけるＰｏＥコントローラ５２ａ、コントロー
ラ５２ｃ、ＩＰＭ－Ａコントローラ５２ｂ、ＩＰＭコントローラ５１ｃ、及び図１のシリ
アルバス４１ｂを経由して、シェルフ制御モジュール７１へ送られ、フロントブレード６
１と同様な制御が実行される。
【００５２】
　（ａ３）　リアブレードの停止
　リアブレード６２Ａの停止時は、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル５３、及
びＰｏＥコントローラ６２ａ経由でのシャットダウン処理、又は、図１のシェルフ制御モ
ジュール７１よりシリアルバス４１ｂ、ＩＰＭコントローラ５１ｃ、ＩＰＭ－Ａコントロ
ーラ５２ｂ、コントローラ５２ｃ、ＰｏＥコントローラ５２ａ、ＬＡＮケーブル５３、Ｐ
ｏＥコントローラ６２ａ、コントローラ６２ｃ、及びＩＰＭ－Ｂコントローラ６２ｂ経由
でのシャットダウン処理が実行される。
【００５３】
　（実施例２の効果）
　本実施例２によれば、コントローラ５２ｃ，６２ｃを用い、リアブレード５２Ａ，６２
Ａ間においてＬＡＮケーブル５３を経由して制御情報ＣＩ、データＤＡ及び電源電圧ＶＣ
Ｃを伝送する構成にしたので、実施例１とほぼ同様の効果が得られ、更に、実施例１のシ
リアルケーブル５４を削減できるので、配線作業の簡易化が可能になる。
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　（変形例）
　本発明は、上記実施例に限定されず、種々の利用形態や変形が可能である。この利用形
態や変形例としては、例えば、次の（ｉ）、（ｉｉ）のようなものがある。
　（ｉ）　実施例では、スイッチブレード５０，５０ＡにＰｏＥ機能を持たせて電源供給
を行う例を説明したが、スイッチブレード５０，５０Ａ以外のブレード６０－Ｎ，６０－
ＮＡに同機能を実装することも可能である。
　（ｉｉ）　実施例では、ＡＴＣＡ装置について説明したが、シャーシ４０にフロントブ
レード５１，６１及びリアブレード５２，５２Ａ，６２を実装する他のシャーシ型装置に
も適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施例１におけるシャーシ型装置を示す概略の構成図である。
【図２】本発明の実施例２におけるシャーシ型装置の要部を示す概略の構成図である。
【図３】従来のシャーシ型装置を示す概略の構成図である。
【符号の説明】
【００５６】
　４０　　　シャーシ
　４１　　　バックプレート
　５０，５０Ａ　　　スイッチブレード
　５１，６１　　　フロントブレード
　５１ａ，６１ａ　　　コンバータ
　５１ｂ　　　ＬＡＮスイッチ
　５１ｃ，６１ｃ　　　ＩＰＭコントローラ
　５２，５２Ａ，６２，６２Ａ　　　リアブレード
　５２ａ，６２ａ　　　ＰｏＥコントローラ
　５２ｂ　　　ＩＰＭ－Ａコントローラ
　５２ｃ，６２ｃ　　　コントローラ
　６１ｂ　　　送受信器
　６０－Ｎ，６０－ＮＡ　　　ブレード
　６２ｂ　　　ＩＰＭ－Ｂコントローラ
　７１　　　シェルフ制御モジュール
　７２　　　電源モジュール
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